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第 3 章では，そのシステムを構成する 4 つのサプジステムについて，その内容を詳述し，それらを使って両工期を
算出する手法を提案している。































(3) 適正工期，限定工期と指定工期とから算出した工期調整率 α によって，当該工事の忙しさが定量的にかつ感覚的
に把握できることを示している。
(4) 工期調整率 α の導入によって，降雨・降雪による影響，近隣による作業時間への制約，監理のきびしさなど，こ
れまでの計画手法では工程計画に反映されにくしまた工程遅延の主因となっていた諸条件を，工事の忙しさを考
慮、して工程計画に反映させることが可能になることを明らかにしている。
(5) 各種工事の重なりを合理的に可能とするリード日の導入によって作業数を減じることができ，コンビュータープ
ログラムの簡素化と工程表作成時間の短縮に寄与できることを示している。
(6) 鉄筋コンクリート造，鉄骨造，鉄骨鉄筋コンクリート造など一般的な構造物すべてに対して本システムの適用が
可能であり，高精度の基本工程表の作成が可能となることを実例をあげて証明している。
以上のように，本論文は，建築工事における基本工程表の作成手法として，工程を左右する要因は洩れなく考慮で
き，また各種工事の忙しさの均一化を図りながら指定工期への日程調整を可能とする合理的な工程計画手法を提案し
たものであり，建築施工に関わる実務的な研究を学術的領域に持ち込み集大成したものとして，建築工学に寄与する
ところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
